
公益社団法人 福岡県理学療法士会 

令和 2年度 第 2回理事会議事録 

 

日 時：令和2年6月20日（土）15：00～16：30 

場 所：Web会議 

出務者：（理事）西浦 健蔵、廣滋 恵一、松﨑 哲治、諌武 稔、近藤 直樹、宇戸 友樹、吉田 純一、久保田勝徳、

山口 寿、佐藤 憲明、髙橋 博愛、熊谷 謙一、松垣 竜太郎、中村 雅隆、久原 聡志、 

平原 寛隆、加藤 正和、時吉 直祐、永野 忍、岩佐 聖彦、山内 康太、遠藤 正英、福田 輝和、

今村 純平、志田 啓太郎 

（監事）森田 正治、日野 敏明、田中 裕二 

（選挙管理委員）善明 雄太 

（書記）池田 龍一 

 

議長は、西浦会長が務め会長、監事により議事録に署名することを確認した。 
 

【審議事項】 

【総務局】 

【法人事業】 

［総務部］ 

１．2020年度代議員総会について 

 １）進行の確認/時間配分 

２）事前動作確認日程：6月21日（日）13：00～14：00予定 

→事前動作確認の日程に関しては議決権行使書・委任状の提出状況を確認の上日程を決定する。 

→承認 

 

（補足説明） 

→総会当日、事務局・総務局を中心に事務所で対応する。 

感染対策については十分に配慮を行う。 

 

３．「広告掲載等に関する規定」について 

  以前の理事会で提示させていただいた「広告掲載等に関する規定」についてご意見いただいた内容を踏まえ修正し 

たのでご審議の程宜しくお願いします。 

→承認 

 

（主な意見） 

→広告掲載については県士会から他団体への掲載依頼であるのか。 

 そのとおり。 

→広告掲載等の範囲はどこまでを想定しているのか。 

 理事会で検討し、決定できる範囲を想定している。 

 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［学会部］ 

１．ランチタイムセミナー講師について 

第1候補 

テーマ：「医工連携のすすめ～リハビリテーションと工学の融合を実現するために～」（仮題） 



講 師：遠藤 正英 氏（桜十字福岡病院リハビリテーション部 科長） 

＊専門理学療法士（生活環境支援） 

２．特別講演3講師について 

  第1候補 

テーマ：「エビデンスに基づく内部障害の評価と治療」 

第1候補：木村  朗 氏（群馬パース大学保健科学部理学療法学科 教授） 

＊専門理学療法士（内部障害・教育管理） 

第2候補：大島  拓 先生（千葉大学救急科 医師） 

第3候補：玉木  彰 氏（兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科学科長 教授） 

＊専門理学療法士（内部障害） 

３．特別講演４講師について 

  第1候補 

テーマ：「計測科学に基づく介護予防事業の展開」（仮題） 

講 師：岸本 裕歩 先生（九州大学基幹教育院 准教授） 

第2候補 

テーマ「エビデンスに基づく身体活動の科学」（仮題） 

講 師：松田 鶴夫 先生（北九州市立大学国際環境工学部情報システム工学科 教授） 

第3候補 

テーマ：「客観的身体活動・座位行動評価から考える健康への功罪」（仮題） 

講 師：楢崎 兼司 先生（福岡工業大学社会環境学部社会環境学科 教授） 

４．シンポジウム講師について 

テーマ「計測科学を臨床に活かす」 

１）神経理学療法 

第1候補：田邉 紗織 氏（誠愛リハビリテーション病院） 

＊専門理学療法士（神経） 

第2候補：脇坂 成重 氏（桜十字福岡病院） 

＊認定理学療法士（運動器・脳卒中） 

第3候補：山口 雄介 氏（福岡和白病院） 

＊認定理学療法士（脳卒中・補装具） 

２）運動器理学療法 

第1候補：田中  創 氏（福岡整形外科病院） 

＊専門理学療法士（運動器） 

第2候補：多々良大輔 氏（福岡志恩病院） 

第3候補：田上 修士 氏（福岡志恩病院） 

３）内部障害理学療法 

第1候補：入江 将考 氏（新小倉病院） 

＊専門理学療法士（内部障害） 

第2候補：音地  亮 氏（北九州市立医療センター） 

＊認定理学療法士（呼吸） 

第3候補：寺松 寛明 氏（産業医科大学病院） 

＊専門理学療法士（内部障害） 

→承認 

 

［教育研修部］ 

１．新人研修会（北九州開催）について 

2020年10月11日（日）に開催予定であるが、新型コロナウイルスの影響拡大に伴い、参加者、講師、運営委員に感

染拡大の危険性が憂慮されることから開催中止としたい。会員の新人教育プログラムの取得については、今年度限定

で協会 e-Learning視聴が 2020年度入会者は無料（A～E C以外）、その他の入会年度者も 8,000円にて受講可能と

なっている。また入会年度に関係なくすべて単位取得可能となったこともあり、e-Learning視聴を促す方向で補完し

たい。 



→承認 

 

（主な意見） 

→ホームページまたはFAXでの通知を行っていただきたい。 

 

【報告事項】 

 

【総務局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

Ⅰ．事業 

［組織部］ 

 １．アプリ「福岡理学ナビ」 

アップデート者数 618名（令和2年6月5日現在） 

383名（令和2年4月13日現在） 

   

２．LINE 

   登録者数 396名（令和2年6月5日現在） 

        383名（令和元年4月13日現在） 

   

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

［総務部］ 

 １．令和2年度代議員総会の議長・議事録署名人について 

  １）議長 

    齋藤 貴文 氏（麻生リハビリテーション大学校） 

  ２）議事録署名人 

    山口 展明 氏（桜十字福岡病院） 

    川﨑恭太郎 氏（桜十字福岡病院） 

  以上3名に内諾を頂いている。 

総会当日、代議員より立候補がない場合は上記3名を推薦者とする 

 

２．新型コロナウィルス感染症緊急アンケートについて 

  5月30日（土）締め切り →37件回答あり 

  アンケート報告の方法/HP掲載を検討中 

 

（主な意見） 

→アンケートは何施設に回答を行ったのか。 

 県内施設にFAX通信でアナウンスし今回は医療・介護施設従事者を対象にホームページ上でのアンケートを実施し

た。 

→回答率はどうなるのか。 

 パーセンテージを把握することは困難である。 

→登録施設数を考えると少ないのではないか。 

→ホームページ上で情報公開を行う予定であるが内容も含め検討中である。 

 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［学術局］ 

新型コロナによる2020年度事業で上半期研修会が中止となっている状況です。今年度の研修会開催方法についてオ 



ンライン研修会の準備を実施していく予定としています。 

１．オンライン研修会について 

  目 的：・新型コロナウイルスの影響により中止となっている研修会を遠隔研修会として開催し、会員へ受講 

（学術研鑽の場）する機会を提供する。 

       ・県士会事業の新たな研修会開催方法として構築する。 

   目 標：・下半期に認定ポイント取得研修会を中心に遠隔研修会を準備し会員が受講できる。 

       ・県士会事業における遠隔研修会構築し、令和 3年度事業にて実施できる。 

２．遠隔研修会準備について 

① 研修会企画について 

Live配信、動画配信型、ハイブリット型など各配信方法の長所、短所を検討しどの配信方法から開始するか決定

する必要性がある。配信方法によりマニュアル策定やガイドラインなどの準備に相違あり、研修ガイドラインは

配信方法により作成方法が異なるために研修会開催方法の検討が必要。基本的には、live配信型の研修会を軸に

企画する予定。 

② 支部・地区研修会、学術局研修会 

認定ポイント取得研修会を中心に遠隔研修会準備を行う事を目標とする場合、実施可能な研修会の選定が必要。

８月をめどに遠隔研修会実施可能な研修会を選定予定としたい。 

※支部もしくは地区遠隔研修会の開催（新人教育プログラム C単位取得） 

    その後、11～12月を目途にポイント取得研修会を実施するタイムスケジュールにて準備を行う。 

③ 遠隔研修会マニュアル策定 

学術局マニュアルの更新作業。また、遠隔研修会ガイドラインとマニュアルの新規策定と学術局マニュアルへの

追記。公益社団法人として、各種規定（著作権・講師規定、その他）など法律上の確認事項などを確認し、協会

のガイドラインを確認し遠隔研修ガイドラインを作成予定。 

３．準備委員の選定 

 研修会企画（IT関連に知識のある人選が必要） 

 支部局：支部、地区の運営委員より選定 

 学術局：各部長より選出 

 必要人数、部長もしくは運営委員として新規人選など今後検討予定。 

 遠隔研修会マニュアル作成 

 協会のガイドラインを確認し遠隔研修ガイドラインを作成する。 

双方で準備を行うが、研修会企画により準備内容が異なるために、早期人選を行い下半期事業（遠隔研修会実施

事業）の方向性を決定する。 

４．その他 

Web研修 提携業者選定 

Ciscowebex：https://www.webex.com/ja/video-conferencing.html 

遠隔研修会準備委員

研修会企画

（live配信？動画配信？ハイブリット型？）

支部・地区研修会 学術局研修会

遠隔研修会マニュアル策定

・遠隔研修会ガイドライン

・各種規定

著作権、講師規定など

about:blank


 ⇒会議システムとして活用 

ウェビナー：https://symphonict.nesic.co.jp/workingstyle/zoom/about-webinar-2/ 

 ⇒研修会システムとして活用（その他の業者も検討） 

その他、研修会システムについて確認し、現システム以外の研修会システムを構築予定。 

５．タイムスケジュール 

※ステップⅡ：遠隔研修会（60～90 分）開催（C 単位取得）。基本的には live 配信型にて実施する方向で準備する。

遠隔得研修会マニュアルにて配信規定、講師規定など決定し（8 月の理事会？）開催するが、講師選

定などあり並行して準備が必要。 

※ステップⅢ：ステップⅡで実施した研修会の情報を基にポイント取得研修会の実施方法を決定。ガイドライン策定

などは並行して進めていくが、ステップⅡの研修会課題などを踏まえて変更する予定。 

（補足説明） 

→下半期はWeb研修会を検討していると協会のアンケートに回答。 

 

［学会部］ 

１．講師および講演テーマについて 

＜学会長講演＞ 

テーマ：「計測科学と理学療法の接点」 

講 師：玉利  誠 氏（国際医療福祉大学大学院） 

座 長：吉田 純一 氏（新吉塚病院） 

＜特別講演１＞ 

テーマ：「計測科学に基づく運動障害の病態理解と理学療法の近未来」 

講 師：金子 文成 氏   

（慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室特任准教授） 

座 長：玉利  誠 氏（国際医療福祉大学大学院） 

＜特別講演２＞ 

テーマ：「計測科学に基づく維持期理学療法の近未来」 

講 師：国中 優治 氏（歩行リハビリセンターホコル代表取締役） 

座 長：大田 瑞穂 氏（誠愛リハビリテーション病院） 

＜教育講演＞ 

テーマ：「臨床研究のための文献検索と管理の方法」 

講 師：金子 秀雄 氏（国際医療福祉大学） 

座 長：河上 淳一 氏（九州栄養福祉大学） 

 

［学術編纂部］ 

１. 理学療法福岡34号進捗状況   
  １）巻頭言：松崎 哲治 氏（副会長）  

 ２）特集テーマ：職域拡大 

   テーマ「学校現場における理学療法士の関わり（仮）」 

about:blank


執筆者：村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

テーマ「ウィメンズヘルス・メンズヘルス（仮）」 

執筆者：橋本 優子 氏（桜十字福岡病院） 

テーマ「リハ専門職と行政の協働（仮）」 

執筆者：久保かおり 氏（北九州市保健福祉局地域リハビリテーション推進課） 

 ３）講演録： 

   第102回福岡県理学療法士会学術研修大会 

   テーマ：「変形性膝関節症に対する治療戦略」 

      執筆者：山田 英司 氏（本山学園岡山専門職大学） 

   テーマ：「理学療法士にとって必要な呼吸障害の見方」 

      執筆者：石川  朗 氏（神戸大学大学院） 

   テーマ：「理学療法研究のデザイン」 

      執筆者：対馬 栄輝 氏（弘前大学大学院） 

   第29回福岡県理学療法士学会 

   テーマ：「理学療法士なら関節の動きを3Dで理解しよう   

～最適な訓練は理解することで可能となる～」 

      執筆者：菅本 一臣 先生（大阪大学大学院） 

      テーマ：「急性期脳卒中患者に対する理学療法  

〜急性期から行う、予防的視点に根差した取り組みのエビデンスと実際～」 

      執筆者：野添 匡史 氏（甲南女子大学） 

     テーマ：「機能回復・ADL向上とリハビリテーション栄養～理学療法士に重要な栄養ケアの視点～」 

   執筆者：西岡 心大 先生（長崎リハビリテーション病院 法人本部人材開発部副部長 栄養管理室室長） 

  ４）教育講座  

       テーマ：症例報告のポイント 

       執筆者：白土 健吾 氏（飯塚病院）  

  ５）県学会受賞論文 

第29回県学会 最優秀賞 

演題名：「地域在住高齢者の転倒に影響を及ぼす要因の検討」 

    執筆者：脇坂 成重 氏（桜十字福岡病院） 

    第29回県学会 Case Report Award 

演題名：「がん悪液質を呈する肺癌患者にリハビリテーション栄養ケアプロセスを実践した 1症例」 

    執筆者：白土 健吾 氏（飯塚病院） 

６）研究助成報告 

テーマ：「変形性膝関節症患者の大腿四頭筋筋力増強運動における神経筋電気刺激併用の即時効果」 

    執筆者：村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

７）一般投稿論文  

    2論文受理済み  査読中４論文 

  ８）編集後記：未定 

 

Ⅱ．関係会議 

［学会部］ 

１．第１回学会部会議（web会議） 

日 時：令和2年5月27日（水）19：30～22：00  

場 所：Web会議のため各自の自宅 

内 容：１）ランチタイムセミナー講師選定 

      ２）特別講演3、4講師選定 

３）シンポジスト選定 

４）特別講演1、2および教育講演座長選定 

出務者：9名 

 



［学術誌編纂部］  

１．第1回学術誌編纂部会議 

日 程：令和2年5月18日（月）19：30〜20：30 

場 所：web会議  

内 容：理学療法福岡34号進捗状況確認 

出務者：9名 

 

 

【社会局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

Ⅰ．事業 

［公益事業推進部］ 

１．理学療法週間について 

理学療法週間のイベントは身体活動の促進を促すポスターを福岡県内の主要駅（61件）、市区町村（74件）、地

域包括支援センター（205件）に掲示するとともにポスターの電子データを SNSを活用して流布する。 

（主な意見） 

→理学療法士週間の日付と、デザインをもう少しわかりやすくできないか。 

 スケジュールがタイトで既に印刷を依頼しているため変更はできない。 

 

Ⅱ．関係会議 

【社会局】 

［社会局］ 

１．第2回社会局web会議 

   日 時：令和2年5月14日（木）19：00～20：00 

内 容： 理学療法週間について 

出務者：5名 

 

 

【支部局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

Ⅰ．事業 

［福岡支部］ 

１．第1回福岡支部研修会 

   ※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［福岡1地区］ 

１．第1回福岡1地区研修会（ナイトセミナー） 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［福岡２地区］ 

１．第1回福岡2地区研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［福岡東地区］ 

１．第1回福岡東地区研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［北九州支部］ 

１. 第1回北九州支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

２．第２回北九州支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

３．第３回北九州支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 



［北九州1地区］ 

１．第1回北九州1地区研修会 (ナイトセミナー) 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［北九州2地区］ 

１．第1回北九州2地区研修会 (ナイトセミナー) 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑豊地区］ 

１．第1回筑豊地区研修会 (ナイトセミナー) 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑後支部]  

１．第1回筑後支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

２．第2回筑後支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑後１地区］ 

１．第1回筑後１地区研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑後２地区］ 

１．第1回筑後２区研修会 

 ※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

 

Ⅱ．関係会議  

【支部局】 

［筑後支部］ 

１. 第１回筑後支部会議 

 日 時：令和2年5月28日（水）19：00～20：30 

 場 所：Ｗｅｂ会議 

 内 容：「上半期学術スケジュールについて」「介護予防教室について」 

出務者：13名 

 

【地域包括ケア推進局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［地域包括ケア推進局］ 

Ⅱ．関係会議 

１． 2020年度第1回地域包括ケア推進局会議 

日 時：令和2年5月12日（火）19：00～21：00 

場 所：WEB会議 

内 容：１）今年度予算について 

２）地域ケア会議推進リーダー導入研修会・介護予防推進リーダー導入研修会 

３）各市区町村の現状把握報告・各市区町村実務担当者見直し 

・各市区町村への「地域ケア会議」「介護予防」事業戦略 

４）地域医療介護総合確保基金 → 今年度担当ST 

５）地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 

６）地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー管理 

７）福岡県地域ケア会議ドバイザー派遣事業 

８）各市町村理学療法士派遣事業 

９）市町村アンケート 

10）講義資料作成分担（担当理事：今村理事） 

出務者：22名 

 



【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

Ⅱ．関係会議 

［地域包括ケア推進局］ 

 １．福岡県リハビリ専門職介護予防指導者育成事業の決算報告 

日 時：令和2年4月28日（火）9：00～10：00 

場 所：福岡県庁 

   内 容：１．福岡県リハビリ専門職介護予防指導者育成事業の決算報告について 

２．その他 不活動におけるリスク・外出できない時に体力を落とさないためのリハビリ 

出務者：1名 

 

【依頼事項】 

【総務局】 

［総務部］ 

 １．県士会データ取扱に関する規定作成について 

   現在、県士会データ取扱に関する規定を作成中であるが総務部で草案を作成したので関係各局で内容を確認して

頂き、修正点・追加点などがあれば再度総務部内で検討させて頂きたい。次回理事会で提案させて頂きたいので

勝手ながらご意見の締め切りを7月31日とさせていただきたい。 

 

 ２．今年度新人オリエンテーションについて 

   新型コロナウィルス感染症により今年度の対面式の新人オリエンテーションは困難と判断している。三役局長会

議での提案もあり総務局にて新人オリエンテーションの動画作成を検討している。 

  【動画内容】 

   １）会長挨拶、協会組織・機構について 

   ２）生涯学習システムについて 

   ３）支部局について（支部毎に） 

   ４）入会案内について 

   動画撮影に協力をお願い致します。 

   

 ３．新型コロナウィルス感染症緊急アンケート（第2弾）作成に向けて 

   5 月に新型コロナウィルス感染症緊急アンケートを実施させていただいた。今後アンケートは続けていく必要が

あると考えており、各局からのご意見を集約した形での作成を考えている。職場内でのハラスメントや給与面に

関してなども含めご助言をお願い致します。締め切り：7月31日（予定） 

   （主な意見） 

→臨床実習においてのアンケートも含めていただきたい。 

→アンケートは１施設1回答で行うのか。 

 次回は会員へ向けたアンケートと考えているが内容に応じて回答方法は検討していく。 

→ハラスメントは新型コロナと関連があるのか。対象は会員の理学療法士であるのか。 

 現在の事態を把握するために必要ではないかと考えている。 

→コロナ差別は大きな問題となっているのでハラスメントの把握は重要であると考える。 

→ハラスメントの件は重要であるので検討していただきたい。 

→得られた情報に対して県士会としてどのように対応していくのか。目的を絞ってアンケートを行う必要があると考え 

 る。 

 県士会が施設に介入することは困難であるが、事態を把握することは重要であると考える。 

→アンケートで把握したことは福岡県理学療法士連盟から福岡県に伝えていただく必要があると考える。 

→JPTAにもデータを送る必要があると考える。そのためにも、回収率を上げていく必要がある。 

 

 ４．下半期事業予定の提出について 

   例年第 3 回理事会（8 月開催）にて依頼させていただいているのですが、上半期事業が中止・延期となっている

状況を踏まえ下半期に向けて下半期事業計画・修正予算作成と併せて早急に検討していかなければならないかと



思われます。前倒しにはなりますがご検討をお願い致します。提出時期に関しては各局のご意見を伺い決定した

いと考えております。 

 

［財務部］ 

１．令和2年度修正予算について 

例年、10月に修正予算を出すように依頼しておりましたが、今般の状況を鑑み、下半期の事業計画と合わせて8

月頃を目途に修正予算を出して頂き、予算の見直しを行いたいと考えております。ただ、今後の見通しを立てる

のも難しいと思いますので、提出時期は皆さんのご意見をうかがった上で決めたいと思います。 

（主な意見） 

6 月くらいまでの決算を出して頂いて、この 3 ヶ月でどのくらい変動しているか把握することが重要であり、予

算を検討する必要があると考える。7月以降の毎月の決算を提示していただきたい。 

 

次回理事会： 

日 時：令和2年8月22日（土）15：00～ 

場 所：未定 

 

以上この議事録の内容が正確であることを証明するため、出席した会長、監事は、次の通り署名する。  
  
令和2年6月20日  

公益社団法人 福岡県理学療法士会  

 


